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平等権と共生社会
名前

月 日

今
日
の
問
い

差別をなくし、だれもが対等に暮らせる社会にするには何が必要だろう。
左の問いに答えるつもりで、右のノートの下線に語句を書こう。最後に「まとめ」で今日の問いに答えよう。

問い・キーワード ノート　下線に語句を書こう

1 平等権とはどんな権利
か。
憲法第14条 → 個人の尊重

憲法 は を定め、人種・信条・性別・社会的身分・

による差別を禁じている。すべての人は個人として尊重され、

が保障される。ただし立場のちがいに応じた な区別は認

められる。

2 差別をなくすために何
が行われているか。
法律 → 配慮 → 共生

1922年に が結成され、 をなくす運動が進んだ。

1985年に 、1999年に男女共同参画社会基本法、

2013年に障害者差別解消法が制定された。段差をなくす やユ

ニバーサルデザインも広がり、 をめざしている。

平等権の内容を説明できる 差別をなくす法律を言える 共生社会の意味がわかる できた / 10

第14条
1

法の下の平等
2

門地
3

平等権
4

合理的
5

全国水平社
6

部落差別
7

男女雇用機会均等法
8

バリアフリー
9

共生社会
10

今日の問いに答えよう。「法の下の平等」「共生社会」の2語を使って、2文で書きなさい。

まとめ

(例)憲法は法の下の平等を定め、差別を禁じている。法律の整備やバリアフリーなどを進め、だれもが尊重される共生社

会をめざす。
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